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研究成果概要 
本年度では、2008年10月9日から2013年7月31日までの1501.8日のSK-IVのデータについて、

3.5MeVから19.5MeVのエネルギー領域で太陽ニュートリノの昼夜効果の解析を行った。SLE

トリガーでデータ収集しているため、5MeV以下でのデータ解析が可能となっている。5.0M

eVから5.5MeVの領域では、検出器のZ < －10mの領域に大量のバックグラウンドが存在し

ているが、SK-IおよびSK-IIIよりもバックグラウンドの量が減っている。この効果は、4.

5 －5.0MeVのエネルギー領域でも、より内側の有効体積領域で確認されており、観測が安

定した低バックグラウンド状況で行われていることを示している。今回測定した昼夜時間

における、それぞれのB8ニュートリノの流量は、Day : (2.297 +0.032-0.031) ×106 /cm2

/s 、Night : (2.427 + 0.032-0.032)×106 /cm2/sを得ており、非対称性はAdn=-0.055±0.

019となった。すなわち、夜のニュートリノの流量が約６％多いことを示している。しか

し、その統計的有意性は2.9σであり、決定的な地球効果の発見には至っていない。更に、

ニュートリノ流量の天頂角分布によるニュートリノ振動の解析も行った。今後、更に統計

量を増やし、系統誤差を減らした解析を行う計画である。 
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